
■研究テーマは制御
　センサー技術が発達した現代では、
モノを動かすための、機械の電流・電
圧の運転情報から原料投入量まで、あ
らゆる膨大なデータが瞬時に収集可
能になりました。そのデータベース
を基盤に、効率よくモノを動かすた
めには、どのようにデータを抽出し
て、どう処理すればいいのか。昔な
がらの人の熟練技術に頼るのではな
く、デジタルで超情報化社会に合わせ
た、新しい制御（コントロール）のため
のアルゴリズム（数式処理の手順）を
導入することで、機械の立ち上げ時
間の短縮や、人に依存しない製造シ
ステムの構築などを実現する研究に
取り組んでいます。
　少しかみくだいて説明すると、お
好み焼きを焼く鉄板温度は、時間を
かければ熟練者の技術で１００度にす
ることができます。その温度を制御
アルゴリズムで短時間に１００度にし
ようということです。
■人の感性を制御
　近年、取り組んでいる研究です。
これまでのモノづくりは、経済性を

重視した結果、モノはあふれてスト
レスが生じる社会となっていました。
例えば、思い通りに車を操作できな
いなどです。感性を可視化して、モ
ノが人の心を考える製品をつくりま
しょう、という研究です。実用化を
目指し、数社の企業と共同研究に取
り組んでいます。
■研究の実例


